
○岡田議長 次に、森田議員。

〔森田議員質問席へ〕

○森 田議 員 森 田悟 史 でござ いま す。 令和７ 年１ ２月定 例会 にお

きま して 、大要 ４点 質 問させ てい ただ きたい と思 います ので 、前

向きな御答弁をよろしくお願いしたいと思います。

そ れで は、早 速質 問 に移り たい と思 います 。ま ず初め に、 米子

市ホームページの利便性向上について伺ってまいります。

行 政の デジタ ル化 や オンラ イン サー ビスへ の期 待が高 まる 中、

市民 の皆 様が最 も多 く 触れる 行政 の顔 とも言 える のがこ の米 子市

のホ ーム ページ では な いでし ょう か。 特に近 年、 自治体 のホ ーム

ペー ジは 、単な る情 報 提供の 媒体 とい う役割 をは るかに 超え 、市

民の 生活 の利便 性の 向 上、行 政サ ービ スのア クセ シビリ ティ ー、

さら には 、市外 への 魅 力発信 とい う極 めて戦 略的 な役割 を担 うよ

うに なっ ている と考 え ており ます 。本 市にお いて も、若 い人 に限

らず 、多 様な方 々が 日 常的に ホー ムペ ージを 利用 されて いる こと

と思います。

一 方で 、情報 がど こ にある か分 かり づらい です とか、 スマ ート

フォ ンか らの閲 覧が 不 便とい うよ うな 利便性 の観 点、そ して 、デ

ザイ ン的 にどう かと い うよう な御 意見 も伺っ てい るとこ ろで ござ

います。

そ こで 、まず 初め に 、現行 の米 子市 ホーム ペー ジにつ いて 、課

題と改善の必要性の認識についてお伺いをいたします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 市 政 におき まし て、 市民へ の情 報提供 や行 政の

透明 性確 保など にお い て、広 報は 非常 に重要 な役 割を担 うも ので



ござ いま す。本 市は 、 広報よ なご やホ ームペ ージ 、ＳＮ Ｓ、 ケー

ブル テレ ビ、ラ ジオ な ど、様 々な 媒体 を活用 しま して、 情報 発信

に努 めて いると ころ で ござい ます が、 ホーム ペー ジはそ の基 盤と

言える媒体でございます。

本 市ホ ームペ ージ に つきま して は、 平成２ ３年 の構築 時と 比較

しま すと 、ペー ジ数 や 情報量 が増 加し 、動線 が複 雑化す ると とも

に、 スマ ートフ ォン の 普及に よる 市民 の情報 行動 も変化 して いる

こと から 、より 効率 的 に、か つ確 実に 情報を 届け るため には 機能

やデザインなどの改善を図る必要があると認識をしております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 機 能や デ ザイン など の改 善につ いて も触れ てい ただ

きました。

続 きま して、 ウェ ブ アクセ シビ リテ ィーに つい てお伺 いを した

いと いう ふうに 思い ま す。 ウェ ブア クセシ ビリ ティー とは 、利

用者 の障 がいな どの 有 無やそ の度 合い 、年齢 や利 用環境 にか かわ

らず 、あ らゆる 人々 が ウェブ サイ トで 提供さ れて いる情 報や サー

ビス を利 用でき るこ と とされ てお りま す。ま た、 その到 達度 合い

を意味します。

こ の情 報を提 供す る 側がウ ェブ アク セシビ リテ ィーに 配慮 して、

適切 に対 応をし てい ま せんと 、ホ ーム ページ 等か ら、例 えば 避難

場所 に関 する情 報を 取 得でき なか った りです とか 、パソ コン 等に

よる 手続 ができ ない と いう問 題等 が発 生し、 社会 生活へ 多大 な不

利益 が発 生した り、 ま た災害 時等 に必 要な情 報が 届かな い状 況と

なれ ば、 生命の 危機 に 直面す る可 能性 もある と思 います 。障 がい

など の有 無やそ の度 合 い、年 齢や 利用 環境に かか わらず 、全 ての



市民 が情 報から 取り 残 される こと なく 、スム ーズ に情報 にア クセ

スで きる ことは デジ タ ル社会 にお ける 行政の 基本 的責務 であ り、

総務 省は 、自治 体に 対 し、ア クセ シビ リティ ー基 準への 適合 を求

めて おり ます。 総務 省 のみん なの 公共 サイト 運用 ガイド ライ ン２

０２ ４年 版にお いて 、 未対応 のサ イト につい ては 、速や かに 方針

を策定し、準拠するよう明記されております。

多 くの 自治体 にお い て、ア クセ シビ リティ ー基 準（Ｊ ＩＳ Ｘ

８３ ４１ －３： ２０ １ ６、レ ベル ＡＡ ）への 適合 が求め られ る中、

本市 の現 状はど のよ う になっ てい るの かお伺 いし ておき たい と思

います。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 現 在 、本市 ホー ムペ ージで は、 情報格 差の 解消

に向 け、 高齢者 や障 が い者の 障が いの ある方 をは じめ、 誰も が支

障な くホ ームペ ージ を 利用で きる よう 、文字 サイ ズの変 更、 やさ

しい 日本 語、振 り仮 名 表示、 色の 変更 、音声 読み 上げな ど、 基準

への 一定 レベル での 適 合を目 指し て運 用はし てお ります が、 ニー

ズが 多様 化する 中で 、 対応す べき 項目 も併せ て多 様化し てお りま

して 、完 璧に適 合し て いるわ けで はな いこと から 、さら なる 改善

が求められる状況でございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 完 璧に 適 合して いる わけ ではな いの で、さ らな る改

善が求められるというふうな御答弁をいただきました。

続 いて 、利便 性と い うとこ ろ、 特に 欲しい 情報 へ到達 のし やす

さに つい て掘り 下げ て 伺って いき たい と思い ます が、市 民の 方が

ホー ムペ ージに アク セ スする 目的 で最 も多い のは 、ごみ であ った



り、 子育 て、防 災、 申 請手続 など 、実 際の生 活行 動に基 づく 情報

であ ると いうふ うに 考 えてお りま す。 しかし 、こ の米子 市の ホー

ムペ ージ におい ては 、 利用さ れる 方が 目的に たど り着く まで に多

くの 手間 とステ ップ が 必要に なっ てい るのが 現状 である とい うふ

うに 認識 をして おり ま す。市 民の 方が 必要な 情報 にスム ーズ にア

クセ スで きる構 造に な ってい ると 認識 してお られ るのか 伺い ます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 本 市 のホー ムペ ージ に対し まし ては、 最近 、ス

マー トフ ォンを 活用 さ れる方 も多 いの で、特 にス マート フォ ンユ

ーザ ーの 方から 、欲 し い情報 が見 つか りづら いと いう御 意見 があ

るこ とは 承知を して お ります 。こ れは 、情報 が階 層の深 いと ころ

にご ざい まして 、何 度 もタッ プ、 クリ ックし ない とたど り着 けな

かっ たり 、全て の情 報 が担当 課ご とに ぶら下 がる 形で作 成し てお

りま すの で、情 報か ら 情報へ の移 動が スムー ズに できな いこ とな

どが要因だと考えております。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 情 報か ら 情報へ の移 動が スムー ズに できな いと いう

よう な具 体的な 要因 ま で御答 弁い ただ いたか と思 います が、 この

ホー ムペ ージは 、先 ほ どは市 民の 方に 関して 質問 させて いた だい

たん です けれど も、 例 えば市 外の 方で あって も、 移住を 検討 され

てい る方 であっ たり 、 あとは 企業 立地 を検討 する 方であ った り、

観光 で訪 れる方 など な ど、市 民の 方に 限らず アク セスさ れる もの

とい うふ うに思 って お ります 。シ ティ ープロ モー ション にも 非常

に力 を入 れてい ただ い ており ます ので 、そこ で、 米子市 につ いて

知っ た方 が最初 に訪 れ るのが この ホー ムペー ジな のでは ない かな



とい うふ うに思 って い るんで すけ れど も、こ のホ ームペ ージ にお

いて は、 デザイ ンの 統 一性と いう もの が弱く 、魅 力発信 のた めの

動線 が十 分では ない な ど、本 市の 魅力 が伝わ りに くくな って いる

とい うよ うな課 題が あ るので はな いか と考え てお ります 。市 の魅

力を 発信 するた めに は 、単な る情 報整 理だけ では なく、 市の 価値

をど う伝 えるか 、ど の ような イメ ージ を持っ ても らうか とい うデ

ザイン戦略とコンテンツ戦略が不可欠なのではないでしょうか。

そ こで お伺い いた し ます。 現行 ホー ムペー ジは 、米子 市の 魅力

発信 に十 分貢献 でき て いると 考え てお られる のか お伺い いた しま

す。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 本 市 は、市 報、 ＳＮ Ｓ、広 報動 画など 、様 々な

媒体 を活 用しま して 魅 力発信 に努 めて いると ころ でござ いま す。

ホー ムペ ージは それ ら の情報 発信 の基 盤とし ての 役割を 担っ てお

りま す。 確かに 至ら な い点も ござ いま すが、 例え ば米子 城に つき

まし ては 、市ホ ーム ペ ージに その 魅力 発信に 特化 したラ ンデ ィン

グペ ージ を設け 、訪 れ たくな るよ うな 情報発 信の 役割を 担う こと

によ り、 来訪者 の増 加 に貢献 して いる と考え てお ります 。以 上で

す。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 御 答弁 い ただい た米 子城 のラン ディ ングペ ージ につ

いて は、 市民の 方か ら も大変 御好 評を いただ いて おりま して 、あ

あい った 形のデ ザイ ン が市の 公式 のホ ームペ ージ ででき たら いい

ので はな いかみ たい な 具体的 な御 意見 も伺う とこ ろがあ りま して、

そう いっ た部分 でも 、 シティ ープ ロモ ーショ ンの 部分で 興味 を持



って いた だいた 方が 訪 れるホ ーム ペー ジをし っか りとつ くり 込ん

でいただく必要があるのではないかと考えております。

米 子市 として 、見 や すさと 利便 性を 両立し たホ ームペ ージ のリ

ニュ ーア ルが必 要で は ないか と考 えま すが、 市の 御見解 をお 伺い

したいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の米 子 市のホ ーム ペー ジ、市 のホ ームペ ージ とい

うこ とで ござい ます け れども 、こ れは 市政に つい てよく 御存 じの

方か ら、 あるい はそ う でない 方、 ある いは市 外の 方など 、幅 広い

ニー ズに 応える 必要 が ござい ます ので 、分か りや すさで すと か、

内容 の充 実、こ うし た ものを 両立 して いかな けれ ばなら ない とい

う点 で、 なかな か我 々 として も頭 を悩 ませて いる ところ でご ざい

ます 。そ こで、 本市 の 魅力を 発信 しつ つも、 必要 な情報 を効 率的

かつ 確実 にお届 けす る ために も、 今の 時代に 合っ たデザ イン です

とか 、あ るいは 機能 を 備えて 、ア ップ デート する という こと は必

要だ と考 えてご ざい ま す。そ の際 に、 小修繕 では なくて 、や はり

抜本 的に 変えて いか な ければ いけ ない という こと であれ ば、 リニ

ュー アル も含め て、 こ れは検 討し なけ ればな らな い、そ のよ うに

考えております。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 あ りが と うござ いま す。 前向き な答 弁をい ただ いた

かな とい うふう に思 っ ており ます 。伊 木市長 の就 任され て以 降、

シテ ィー プロモ ーシ ョ ンのほ うに も大 変力を 入れ ていた だい てい

ると いう ふうに 思っ て おりま すの で、 そうい った 既存の 部分 の取

組も 含め まして 、よ り 一層効 果を 発揮 するこ とが できる と思 いま



すので、ぜひお願いしたいと思っております。

続 きま して、 大要 ２ 点目に 移っ てい きたい と思 います 。行 政デ

ータの利活用について伺います。

そ の前 に、ま ず、 最 初のほ うに ＥＢ ＰＭに つい て少し 伺っ てみ

たい と思 ってお りま す 。人口 減少 が進 み、財 源も 人員も 限ら れる

中、 効果 の高い 施策 を 選び抜 き、 優先 順位を つけ る力が 求め られ

てい ると 感じて おり ま す。そ のた めの 客観的 な根 拠とな るも のの

一つ がデ ータで ある と いうふ うに 考え ており ます 。行政 が持 つ膨

大な デー タを最 大限 活 用する こと は市 民サー ビス の質の 向上 、事

業の 効率 化、財 政の 健 全化に 直結 する 、未来 を見 据えた 極め て重

要な視点であります。

ま ず初 めに、 ＥＢ Ｐ Ｍの必 要性 と効 果につ いて 、市の 基本 的な

見解をお伺いしておきます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 必要 性で ござい ます が、Ｅ ＢＰ Ｍの

推進 によ りまし て、 政 策効果 が明 瞭な 施策に 対し て、限 られ た自

治体 資源 を適正 に投 入 できる もの と考 えてご ざい ます。 そし て、

効果 でご ざいま すが 、 財源、 人的 資源 の効果 的な 活用は もち ろん

でご ざい ますが 、市 民 サービ スの 向上 につい ても 期待を いた して

いるところであります。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 Ｅ ＢＰ Ｍ の必要 性に つい ては、 この 場にお られ る皆

さん に限 らず、 市の 職 員の皆 さん にも もちろ ん御 理解い ただ いて

るも のと いうふ うに 思 ってお りま す。 その一 方で 、実際 にこ れが

現場 レベ ルで実 効性 の あるも のと して 定着し て、 政策立 案に 組み



込ま れる には大 きな 障 壁が存 在す るの ではな いか と考え てお りま

す。

例 えば ＥＢＰ Ｍを 推 進して いく 旗振 り役は 誰が やるの かで すと

か、 デー タ分析 や部 局 間の連 携な ど、 ＥＢＰ Ｍ推 進にお ける 課題

とい うの は幾つ か想 定 されま すが 、本 市にお ける ＥＢＰ Ｍを 推進

する 庁内 の体制 がど の ように なっ てい るのか お伺 いした いと 思い

ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず は、 本市 の計画 でご ざいま すが 、デ

ジタ ル・ トラン スフ ォ ーメー ショ ン推 進計画 を策 定して ござ いま

す。 この 計画の 中に は 、ＥＢ ＰＭ 推進 に向け た主 な取組 など を位

置づ けて ござい まし て 、全庁 的な 浸透 を図っ てい るとこ ろで あり

ます 。ま た、職 員の 研 修にも 取り 組ん でござ いま す。こ れは 三、

四年 次ご とで、 例え ば データ の収 集分 析での 現状 把握の 必要 性で

すと か、 あるい は政 策 形成に どう 生か してい くの か、こ うい った

観点での研修にも取り組んでいるところであります。

そ のほ か、せ んだ っ て策定 をい たし ました まち づくり ビジ ョン

につ きま して、 進捗 点 検にビ ッグ デー タを活 用す ること とい たし

てご ざい ます。 ビジ ョ ン以外 も含 めま して、 各種 データ を施 策の

構築、点検に活用していくこととしてございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 デ ータ 収 集、分 析と いう ことに も触 れてい ただ きま

して 、こ こから はデ ー タの利 活用 とい うとこ ろに ついて 深掘 りを

していきたいというふうに思っております。

一 般的 に地方 自治 体 が持つ デー タの 量とい うの は非常 に多 くて、



また さら に正確 性と い うのも 非常 に高 いもの であ るとい うふ うに

認識 をし ており ます 。 保有す るデ ータ の多く は、 既存の 行政 サー

ビス のた めに入 手し た もので 、ほ かの 目的に 利用 すると いう こと

は通 常想 定され てい な いとい うふ うに 思って おり ますが 、こ うい

った デー タを有 効活 用 するこ とで 、先 ほどか ら議 論させ てい ただ

いて おり ますＥ ＢＰ Ｍ の推進 だけ でな く、例 えば 住民一 人一 人に

合っ た情 報や行 政サ ー ビスの 提供 など が可能 にな ったり 、住 民サ

ービ スの 質の向 上に つ ながっ たり 、行 政サー ビス の生産 性の 大幅

な向 上に もつな がる の ではな いか とい うふう に考 えてお りま す。

です ので 、自治 体の 持 つデー タと いう ものを 有効 活用す ると いう

ことは非常に重要であるというふうに思っております。

庁 内に は、部 署ご と に膨大 なデ ータ が存在 する という ふう に認

識を して おりま すけ れ ども、 この 全体 像を把 握す るだけ でも 相当

な労 力を 要する ので は ないで しょ うか 。現在 、米 子市に おい て、

この 行政 データ はど こ に、ど のよ うな 形で管 理さ れてい るの か、

どの 部署 にどの よう な データ が存 在す るかと いう 全体像 、い わゆ

るデ ータ カタロ グの よ うなも のが 整備 されて いる のかと いう とこ

ろをお伺いしたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 行 政デー タの 管理 につい てで す。行 政デ ータ

には 、住 民に関 する デ ータや 公共 施設 に関す るデ ータな ど、 様々

な種 類が 存在し てお り ます。 これ らの 多くは セキ ュリテ ィー を施

した 情報 システ ムで 管 理して おり ます 。特に 住民 情報と 呼ん でお

りま す住 民基本 台帳 や 税に関 する デー タなど は、 セキュ リテ ィー

上、 厳格 な管理 が必 要 となり ます ので 、本来 の目 的以外 で利 用す



る場合、すぐに自由に使えるような扱いを行っておりません。

続 きま して、 デー タ カタロ グの 整備 の有無 です けども 、現 在、

どの 部署 がどの よう な データ を持 って いるか を一 覧にし たデ ータ

カタ ログ は作っ てお り ません が、 デー タを利 用し たいと の相 談に

は個 別の 対応を して お ります 。具 体的 には、 利用 形態に 応じ て、

その 都度 、法律 や条 例 、規則 等の ルー ルと照 らし 合わせ 、利 用が

可能 かど うかを 判断 し ており 、問 題な ければ 、利 用可能 な状 態で

提供しております。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 現 在は 個 別で対 応し てい ただい てる という よう なこ

とだ った かとい うふ う に思っ てお りま すが、 デー タ活用 する 際に

重要 な点 として 、手 軽 にデー タに アク セスで き、 分析が でき ると

いう 環境 が必要 なの で はない かと いう ふうに 考え ており ます 。デ

ータ を集 めたり です と か、分 析と いう ところ に時 間をか ける ので

はな く、 ある程 度整 っ ている 状態 のデ ータで あっ たり、 分析 され

た内 容を 基に、 では 、 どのよ うな アプ ローチ をし ていく のか とい

うと ころ の政策 を考 え ていく 、そ こに 時間を 使う という のが 本来

の在 り方 なので はな い かとい うふ うに 考えて おり ます。 職員 さん

の負 担を 軽減し つつ 、 政策の 質を 高め るため 、庁 内デー タの 一元

的可 視化 や、専 門知 識 がなく ても 分析 可能な ＢＩ ツール の導 入が

必要 なの ではな いか と いうふ うに 考え ますが 、本 市の御 見解 をお

伺いいたします。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 Ｂ Ｉツー ルの 導入 につい ての 見解で す。 まず、

デー タ活 用を進 める に 当たり 、デ ータ 出力や 加工 が自動 化で きる



ＢＩ ツー ルを含 むＩ Ｃ Ｔツー ルを 使う ことで 作業 効率は 上が ると

認識 して おりま す。 具 体的な 例と しま しては 、現 在、人 口の 推移、

生成 ＡＩ や電子 申請 サ ービス の利 用状 況など を自 動でグ ラフ 化し、

庁内 向け に取組 状況 を 可視化 する よう なこと は取 り組ん でお りま

す。

一 方で 、ＢＩ ツー ル を使っ てデ ータ 活用を 進め るには 幾つ か課

題が ござ います 。具 体 的には 、先 ほど 答弁で もあ りまし た住 民情

報、 住民 情報を 使う 場 合は個 人を 特定 できな いよ う、匿 名加 工が

必要 とな ります 。さ ら に、住 民情 報を 扱う情 報シ ステム は専 用ネ

ット ワー ク内に ある た め、デ ータ の自 動収集 や加 工、加 工に はセ

キュ リテ ィー上 、簡 単 にでき ない 仕組 みにし てお ります 。そ のた

め、 本市 といた しま し ては、 ＢＩ ツー ルの導 入や 運用よ りも 、生

成Ａ Ｉを 優先し たほ う が総合 的、 トー タルで より 大きな 効果 が得

られると認識しております。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 お っし ゃ るよう に、 個人 情報と いう ものに ひも づい

てい るデ ータと いう も のは取 扱い が大 変注意 が必 要であ ると いう

こと は理 解して おり ま す。そ うい った 上で、 デジ タル田 園都 市国

家構 想交 付金Ｔ ＹＰ Ｅ １の採 択事 例が あるＢ Ｉツ ールの 中に もデ

ータ 活用 を進め る際 に 課題と なる 作業 、デー タ収 集、匿 名化 、デ

ータ 集計 、加工 、グ ラ フ作成 、マ ッピ ングデ ータ 更新と いう 作業

を自 動化 できる とい う ような もの もあ るとい うふ うに認 識を して

おり ます ので、 こう い ったも のが 、既 存のシ ステ ムとの 親和 性も

ある と思 います ので 、 そうい った とこ ろも踏 まえ て、ま た研 究を

していただければなというふうに思っております。



加 えて 、この 本市 が 持って いる デー タをオ ープ ンデー タと して

公開 して 、市民 や企 業 、大学 など がデ ータを 活用 し、新 たな サー

ビス の創 出や行 政の 透 明性向 上を 促す ことが 可能 になる と思 って

おり ます 。本市 が公 開 してい るオ ープ ンデー タの 範囲、 更新 頻度、

形式など、現状についてお伺いをいたします。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 初 めに、 オー プン データ の範 囲です が、 本市

の人 口統 計、公 共施 設 一覧、 ３Ｄ 都市 モデル など のデー タを 本市

ホー ムペ ージや 県の 鳥 取県オ ープ ンデ ータポ ータ ルサイ ト、 国土

交通省のウェブサイトなどで公開しております。

続 きま して、 デー タ の更新 頻度 です が、種 類に よって 異な りま

す。 多く は不定 期で の 更新と なり ます が、本 市の 住民基 本台 帳の

町丁 別人 口世帯 数表 の ように 毎月 更新 してい るデ ータも ござ いま

す。

次 に、 データ の形 式 ですが 、デ ータ の多く は表 計算ソ フト で扱

える ＣＳ Ｖ形式 や一 般 的な標 準形 式の ファイ ルで ダウン ロー ドで

きますので、二次利用が可能となっております。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 そ れで は 、この 項の 最後 に、デ ータ を活用 した 官民

共創 の可 能性に つい て 伺いた いと 思い ます。 行政 が持つ デー タを

市民 、企 業、大 学な ど が活用 し、 新し い価値 を共 につく る時 代に

なっ てき ている と感 じ ており ます 。本 市でも 、人 口減少 、福 祉、

観光 、交 通、防 災な ど 、多く の課 題が あり、 外の 力を生 かす こと

は不 可欠 である と思 い ます。 また 、ロ ーカル ・ゼ ブラと いう 言葉

が注 目さ れてい るよ う に、地 域の 課題 をビジ ネス 手法で 解決 して



いくということにも非常に注目が集まってきていると思います。

そ こで 、市民 、企 業 が価値 の高 いデ ータを 自由 に活用 し、 官民

共創 で地 域課題 を解 決 する仕 組み づく りの意 義を どう捉 えて おら

れるのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 堀口ＤＸ推進監。

○堀 口Ｄ Ｘ推進 監 大 量で正 確な デー タは価 値が 高く、 官民 で共

有し なが ら地域 課題 の 解決に 取り 組む ことは 今後 の自治 体運 営に

おき まし て非常 に重 要 だと認 識し てお ります 。国 や鳥取 県で も、

行政 デー タの利 活用 に 関する 取組 をさ れてい らっ しゃい ます ので、

本市 とし てもそ の動 向 を注視 しな がら 、必要 に応 じて連 携し てお

ります。

ま た、 本市の 取組 事 例とし まし ては 、鳥取 大学 医学部 附属 病院

をは じめ とする 市内 の 急性期 病院 や民 間企業 と連 携し、 地域 課題

の解決に向けた取組を進めております。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 地 域の 企 業にお いて も、 地域の 課題 や社会 の課 題を

ビジ ネス 手法で 解決 し ていく とい うこ とが今 後加 速して いく もの

と思 いま すので 、こ う いった 際に 、官 民で共 創し ていけ るよ うな

デー タに アクセ スし や すい体 制整 備を お願い して おきた い思 いま

す。

続 いて 、大要 ３点 目 に移っ てい きた いと思 いま す。保 育の 利用

調整について伺います。

保 育行 政は子 育て 支 援の基 盤で あり 、働く 家庭 の生活 を支 える

極め て重 要な制 度で す 。その 中で も利 用調整 は、 限られ た保 育資

源を 公平 に配分 する た めの仕 組み であ り、市 民に とって 分か りや



すく 、納 得感の ある 運 用が求 めら れる という ふう に考え てお りま

す。

し かし 、市民 や保 育 園の現 場か ら、 希望す る園 に入れ ない です

とか 、ミ スマッ チが 生 まれて いる とい った制 度の 運用に 関わ る声

が寄 せら れてお りま し て、今 回、 質問 をさせ てい ただこ うと 思っ

ております。

ま ず初 めに、 保育 の 利用調 整の 本来 の目的 と制 度設計 の経 緯に

ついて改めてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 調整 の目 的と制 度設 計の経 緯に つい

てで ござ います が、 ま ず、目 的は 、保 育の必 要度 に応じ た公 平な

利用 の保 障を市 町村 の 責務で 実現 する ことで あり 、保育 の必 要性

が高 いに もかか わら ず 、保育 施設 を利 用でき ない 子ども をな くす

ため 、保 育資源 を必 要 性の高 い順 に割 り振り 、保 育の利 用調 整を

行うことでございます。

次 に、 制度設 計の 経 緯につ きま して は、子 ども ・子育 て支 援新

制度 の施 行に伴 いま し て、当 分の 間、 全ての 市町 村に対 しま して、

保育 の必 要性の 認定 を 受けた 子ど もが 保育所 等を 利用す るに 当た

り、 必ず 利用調 整を 行 った上 で、 各施 設、事 業所 に対し まし て利

用の要請を行うことが義務づけられたものでございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 次 に、 保 護者ニ ーズ の把 握につ いて 伺いた いと 思い

ます 。保 育所等 の利 用 を希望 する 方の 個々の 希望 や事情 は様 々で

ある こと から、 各市 町 村にお いて 保育 ニーズ の把 握や利 用調 整を

丁寧 に進 めてい くこ と が重要 であ ると いうふ うに 言われ てお りま



す。

利 用調 整にお いて は 、例え ば兄 弟や 姉妹で 同じ 保育所 等へ の入

所を 希望 する方 につ い ては、 優先 利用 となる よう 配慮、 保育 所等

の所 在地 と保護 者の 通 勤経路 を踏 まえ 、利便 性の 高い保 育所 等の

あっ せん を行う とい っ たきめ 細や かな 対応が 求め られて おり ます。

もち ろん 既に対 応し て いただ いて る部 分もあ ると いうふ うに は承

知を して いる部 分も あ るんで すけ れど も、実 際に は、保 護者 の切

実な ニー ズが十 分に 把 握でき てい ない ケース や、 収集さ れた 情報

が選 考に 適切に 反映 さ れてい ない ので はない かと いう懸 念も ござ

います。

そ こで 伺いま すが 、 現行の 利用 調整 プロセ スに おいて 、保 護者

の個 々の 希望や 事情 を 踏まえ た保 育ニ ーズを 把握 するこ とが 重要

であ ると 考えま すが 、 具体的 にど のよ うな手 法で 把握し てお られ

るのか伺っておきたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 調整 にお ける保 育ニ ーズの 把握 につ

いて でご ざいま すが 、 保育施 設の 入所 申込み の質 問項目 にお きま

して 、独 り親家 庭な ど の社会 的な 事情 や、既 に保 育施設 を利 用し

てい る兄 弟姉妹 と同 一 の保育 施設 を希 望する など 、個別 の家 庭状

況を 把握 すると とも に 、利用 希望 施設 は第５ 希望 まで受 け付 けし、

利用 調整 を行っ てい る ところ でご ざい ます。 また 、必要 に応 じま

して 個別 に聞き 取り を 行い、 個々 の希 望や事 情の 把握に 努め てい

るところでございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 必 要に 応 じて個 別に 聞き 取りを 行っ ている とい うよ



うな こと もおっ しゃ っ ていた だい たり ですと か、 あと、 第５ 希望

まで とい うこと で、 な ぜその 園を 希望 するの かと いうと ころ まで

は記 載す る欄は あり ま せんけ れど も、 通勤の 利便 性であ った り、

園の 特色 であっ たり 、 様々な 要素 を複 合して 、保 護者さ んは 実際

に通 園で きる園 とい う ものを 希望 とし て出さ れて いると いう ふう

に思っております。

そ こに 基準の 指数 と 、あと 調整 基準 指数で すか ね、を 基に して

利用 調整 をして いた だ いてい ると いう ふうに 認識 をして おり ます

が、 その 選考の 基準 で ある調 整指 数と いうも のが 、時代 の変 化、

家庭 環境 の変化 、働 き 方の変 化に 応じ て、定 期的 な見直 しと いう

もの も必 要なの では な いかと いう ふう に考え てお ります 。把 握し

たニ ーズ をどの よう に 選考で 反映 して いるの か、 また調 整指 数な

ど、 基準 の見直 し頻 度 、直近 の見 直し 時期に つい てお伺 いし たい

と思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保育 ニー ズの 反映、 基準 の見直 しに つい

てで ござ います が、 保 育の利 用調 整は 、保育 の必 要度の 高い 順に

受け 入れ るとい う原 則 と、保 護者 の希 望、選 択の 自由を 可能 な限

り尊 重す るとい う要 素 を両立 させ るた めに設 計さ れてお りま して、

把握 した ニーズ は、 利 用者ご とに 数値 化した 指数 により 優先 順位

をつ け、 保育の 必要 度 と保護 者の 希望 に応じ た調 整方法 によ り選

考に反映しているところでございます。

基 準の 見直し につ き まして は、 保育 を必要 とす る世帯 を取 り巻

く環 境の 変化を 踏ま え まして 、近 年は 毎年行 って おりま して 、直

近で は令 和７年 ４月 に 、多胎 児を 含む きょう だい で新規 に入 所を



希望 する 場合に 、同 時 に入所 がか ない やすく なり ますよ うに 基準

の見直しを図ったところでございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 多 胎児 を 含むき ょう だい で新規 入所 を希望 する 場合

に、 同時 入所が かな い やすく なる よう にとい うこ とで、 令和 ７年

の４ 月か らなの で、 今 年度か らや って いただ いて いると のこ とで、

非常 にあ りがた いこ と だなと いう ふう に思っ てお りまし て。 別園

の方 とい うのも 聞い た りする んで すけ れども 、送 迎の負 担で すと

か、 あと は行事 等も ま とめて とい うこ とでは ない ですの で、 そう

いっ た調 整など 、非 常 に負担 が大 きい という ふう に聞い てお りま

すの で、 こうい った こ とは非 常に 喜ば しいこ とだ なとい うふ うに

思います。

続 きま して、 本市 の 保育に おけ る利 用調整 プロ セスに つい て、

具体的にお伺いしておきたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 具体 的な 利用 調整プ ロセ スにつ いて でご

ざい ます が、申 請さ れ ました 内容 や提 出書類 を基 に、利 用者 の保

育の 必要 度を指 数づ け いたし まし て、 指数が 高い ほうか ら順 に利

用希 望施 設に利 用を 決 定して おり ます 。また 、同 じ施設 を希 望す

る申 請者 の指数 が同 じ であっ た場 合に は、利 用希 望順位 の高 いほ

うか ら順 に利用 調整 し 、それ でも 調整 できな い場 合には 、個 別の

事情 を考 慮いた しま し て、本 市の 認可 保育施 設入 所案内 に記 載し

てあ りま す調整 順に よ り、利 用を あっ せんし てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 森田議員。



○森 田議 員 個 別の 事 情につ いて も考 慮して 、対 応して いた だい

ている場合もあるということだったかと思います。

そ うし ますと 、こ の 項目の 最後 に、 現行の 利用 調整の やり 方と

いう もの がもた らし て いる課 題と その 対応に つい てお伺 いし たい

と思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 調整 にお ける課 題と 対応に つい てで

ござ いま すが、 現行 の 利用調 整は 、利 用希望 者の 障がい や疾 病、

発達 の状 況など によ り 、あっ せん をい たしま した 施設で は加 配職

員の 配置 ができ ない こ とを理 由に 利用 者が希 望す る施設 に入 所で

きな い場 合があ るこ と を課題 とし て認 識して おり ます。 そし て、

本市 にお ける保 育の 実 施義務 に基 づき 、施設 側に 協力を 求め ると

とも に、 保護者 に対 し まして 適切 な情 報提供 や支 援を行 い、 対応

しているところでございます。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 利 用希 望 者の障 がい や疾 病、発 達の 状況な どに より、

あっ せん をした 施設 で は加配 職員 の配 置がで きな いこと を理 由に

利用 者が 希望す る施 設 に入所 でき ない 場合が ある という こと で、

この 利用 希望者 の障 が いや疾 病、 発達 の状況 など により の部 分が

大変 重要 なポイ ント か なとい うふ うに 思って おり ます。 聞き 取り

の際 にも 、保護 者さ ん が不安 にな った りです とか 、悲し ませ るこ

との ない ように とい う ことを おっ しゃ ってい ただ きまし て、 施設

さん のほ うにも 事情 が あるに しま して も協力 をし っかり と求 めて

いた だい ている とい う ことで 、大 変あ りがた いこ とだな とい うふ

うに 思い ます。 引き 続 き保護 者の ニー ズ、施 設側 の状況 等も 把握



していただきながら取り組んでいただきたいと思います。

そ うし ますと 、大 要 の４点 目に 移り ます。 皆生 温泉の 景観 形成

について伺っていきたいと思います。

皆 生温 泉の持 続的 な 活性化 を図 る上 で、新 規出 店者数 とい うも

のは 極め て重要 な指 標 である とい うふ うに認 識を してお りま す。

この 数は 、温泉 地の 未 来への 期待 度で すとか 、事 業を行 う環 境の

健全 性を 示すバ ロメ ー ターと も言 える のでは ない でしょ うか 。近

年、 体感 として は、 皆 生温泉 エリ アに 新しい お店 が増え てき てい

るよ うな 印象を 持っ て おりま すし 、市 民の方 から も、お 店増 えた

よね とい うよう な声 を いただ くこ とも ありま すが 、具体 的に どの

よう な数 が増え てい る のかと いう とこ ろをお 伺い したい と思 いま

す。 皆生 温泉エ リア に おける 新規 出店 者数の 推移 につい て、 まず

初めにお伺いしたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 皆生温 泉エ リア におけ る新 規出店 数は 、令

和４ 年度 が８件 、令 和 ５年度 が６ 件、 令和６ 年度 が７件 、令 和７

年度 が４ 件でご ざい ま す。令 和７ 年度 は、皆 生温 泉エリ ア経 営実

行委 員会 の空き 不動 産 への出 店者 誘致 の取組 から 、６月 に観 光セ

ンタ ー向 かいに コー ヒ ーショ ップ が出 店され たと ころで ござ いま

す。 令和 ４年度 から 皆 生温泉 の空 き不 動産の 活用 に向け た取 組を

進め てお ります 。引 き 続きエ リア への さらな る新 規出店 につ なげ

ていきたいと考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 今 年度 は ４件っ て、 年度 途中の 数字 だとい うふ うに

思っております。



本 市は 、令和 ７年 ９ 月３０ 日に 、持 続可能 な温 泉地づ くり を推

進す るこ とを目 的に 連 携協定 を締 結し ており ます 。その 中の 具体

策と して 、点在 する 空 き家、 空き 店舗 での新 規開 業促進 等と いう

のが ござ いまし て、 項 目とし ては 景観 の整備 とい うとこ ろに かか

って おり ました ので 、 遊歩道 の整 備と 併せて 質問 してい ただ くと

いうことで取り上げさせていただいております。

皆 生温 泉で新 規出 店 の促進 が必 要と 考える 理由 と市の 基本 認識

を、確認の意味も込めてお伺いしておきたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 エリア の新 規出 店によ りま して、 まち の新

たな 魅力 が創出 され 、 観光客 の皆 様や 地域の 住民 の皆様 に訪 れて

いた だき 、にぎ わい や 活気が 生ま れ、 地域内 の消 費拡大 が図 られ

ると 考え てござ いま す 。あわ せて 、新 たな民 間事 業者の 投資 意欲

の向 上に もつな がる と 考えて おり まし て、促 進し ていく こと は必

要と認識してございます。

皆 生温 泉まち づく り ビジョ ンで は、 観光セ ンタ ーと海 、砂 浜を

つな ぐ四 条通り をメ イ ンスト リー トと して位 置づ けてお り、 本市

にお きま しても 、皆 生 温泉エ リア 経営 実行委 員会 と連携 を図 り、

四条 通り を中心 に新 規 出店の 促進 に向 けた取 組を 実施し てい ると

ころでございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 新 規出 店 者の増 加に 向け ては、 これ までに も取 り組

んで こら れてい た部 分 がある とい うふ うに認 識を してお りま すが、

新規 出店 者増加 に向 け て、市 は具 体的 にどの よう な施策 を実 施し

てきたのかお伺いをしたいと思います。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 これま での 取組 でござ いま すが、 皆生 温泉

エリ ア経 営実行 委員 会 の取組 とい たし まして 、エ リア内 の空 き不

動産 基礎 情報調 査を 実 施し、 その 結果 を基に 、空 き物件 を巡 るツ

アー やお 試し出 店企 画 などを 行い まし て、新 規出 店者の 誘致 に取

り組 んで いると ころ で ござい ます 。あ わせて 、地 方創生 推進 交付

金を 活用 しまし た創 業 支援補 助と しま して、 空き 店舗の 改修 費用

の支 援を 行い、 エリ ア 内の新 規出 店に 向けた 取組 も実施 した とこ

ろでございます。

そ のほ かとい たし ま しては 、鳥 取銀 行、米 子信 用金庫 と共 同出

資を して 設立い たし ま したよ なご 住ん で楽し いま ちづく りフ ァン

ドの 取組 として 、空 き 家、空 き店 舗な どの利 活用 を通じ て、 地域

にに ぎわ いを創 出す る 事業に も取 り組 んでい ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 空 き店 舗 の改修 費用 の支 援もや って いただ いた とい

うふ うな ことだ った か と思い ます が。 例えば 、塩 害の影 響が 懸念

され てい たりと か、 大 幅な修 繕が 必要 であろ う物 件も多 かっ たり、

あと は観 光客の 方に 向 けた商 売を しよ うと思 うと 、それ なり の投

資が 必要 であっ たり 、 なかな か意 向に 合う物 件が 見つか らな いと

いう こと があっ たり 、 事業者 さん の目 線から する と、新 規出 店者

増加 に関 する取 組と し ては十 分で はな いので はと いうふ うに 思う

ところがありますが、認識をお伺いしたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 先ほど も御 答弁 をさせ てい ただき まし たが、



皆生 温泉 エリア 経営 実 行委員 会に より ます新 規出 店に向 けた 取組

に加 え、 皆生温 泉エ リ アの魅 力を 高め る様々 な取 組を実 施し てご

ざいます。

本 市は 、来街 者が 安 心・安 全に 過ご せ、そ ぞろ 歩きが でき る夜

間空 間形 成を目 的と し て、海 岸遊 歩道 などの 皆生 温泉の エリ ア内

の明 かり の整備 を実 施 したと ころ でご ざいま す。 現在は 、海 岸遊

歩道 に居 心地の よい 滞 在空間 を造 成す るため 、ベ ンチや あず まや、

芝生 空間 などの 整備 を する工 事を 進め てござ いま す。ま た、 観光

協会 にお かれま して も 、皆生 温泉 の資 源であ る海 、砂浜 の利 活用

の取 組と して、 皆生 温 泉海遊 ビー チの 運営や カイ ケジャ ンボ リー

を開 催し ていた だき 、 皆生温 泉の 認知 度向上 や来 街者の 増加 に寄

与していただいてございます。

こ れら の様々 な取 組 が皆生 温泉 エリ アの魅 力を 高め、 新規 出店

につ なが ってい ると 考 えてお りま すこ とから 、引 き続き エリ アの

価値 向上 に資す る取 組 を推進 して いき たいと 考え てござ いま す。

以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 い わゆ る 機運を 醸成 して いくと いう ような こと につ

いて は、 非常に やっ て いただ いて いる なとい うふ うな認 識を 持っ

てお りま す。そ の中 で 、９月 に締 結さ れた皆 生温 泉の再 生及 び活

性化 に係 る連携 協定 に おいて も新 規開 業促進 等に ついて 触れ られ

てお りま すので 、本 市 として も、 民間 さんと 連携 をしな がら 、そ

うい った 分野に より 一 層力を 入れ てい くもの であ るので はな いか

なと いう ふうに 思っ て いると ころ であ ります が、 今回の 連携 協定

を踏 まえ 、どの よう に 新規開 業促 進を 強化し てい くのか 、お 考え



を伺いたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本年９ 月３ ０日 に、皆 生温 泉の再 生及 び活

性化 に係 る連携 協定 を 締結し てご ざい ます。 具体 的取組 とい たし

まし て、 空き店 舗で の 新規開 業促 進が ござい ます ことか ら、 一層

推進していく考えでございます。

連 携協 定には 、こ れ まで御 協力 をい ただい てい た金融 機関 も含

め、 多く の金融 機関 の 皆様が 参画 して おられ るこ とから 、さ らな

る連 携、 支援に より ま して、 新規 開業 希望者 と空 き不動 産と のマ

ッチ ング を強化 して い きたい とい うふ うに考 えて ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 連 携協 定 につい ては 、具 体的な 部分 という のは 今後

決ま って いくも ので あ るとい うふ うに 認識を して おりま すの で、

そう いっ た動向 等も 注 視をさ せて いた だきた いな という ふう に思

っております。

続 きま して、 遊歩 道 の整備 につ いて も伺い たい と思い ます 。皆

生温 泉は 、本市 を代 表 する観 光地 であ り、景 観の 質とい うも のが、

価値 と回 遊性に 直結 す るとい うふ うに 考えて おり ますが 、本 市と

して 景観 形成を どう 位 置づけ おら れる のかお 伺い したい と思 いま

す。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市の 景観 計画 におき まし て、市 全域 を景

観計 画区 域とし 、市 民 の皆様 と協 力し て、美 しい 米子を 守り 、育

んで いく ことに して ご ざいま す。 平成 ３１年 に提 言をい ただ きま



した 皆生 温泉ま ちづ く りビジ ョン には 、明か りに よる温 泉情 緒の

創出 とい った景 観形 成 に関連 する 取組 が掲げ られ ており ます 。本

市は 、明 かりの 実証 実 験を行 いま して 、令和 ３年 度には 、皆 生温

泉エ リア の夜間 景観 形 成の基 本方 針で ある皆 生み らいの 灯り コン

セプ トを 策定し 、皆 生 温泉エ リア の明 かりの リニ ューア ルを 実施

しているところでございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 皆 生温 泉 エリア の海 岸遊 歩道に つい ては、 街灯 のリ

ニュ ーア ルなど を行 っ ていた だい てお りまし て、 宿泊地 とし ての

皆生 温泉 の夜景 イメ ー ジの打 ち出 し、 そして 一層 の活性 化に 取り

組んでいただいてるというふうに認識をしております。

こ の明 かりの 整備 と いうの は非 常に こだわ って 、景観 にも 配慮

して 行っ ていた だい て いると いう ふう な認識 を持 ってお りま すが、

それ も含 めまし て、 本 市がこ れま で皆 生温泉 で実 施して きた 景観

形成 策に ついて 、確 認 の意味 も込 めて お伺い をし ておき たい と思

います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和３ 年度 に四 条通り と中 央通り の既 存街

灯２ １基 の色を 暖色 に 変更し 、令 和４ 年度か ら令 和６年 度に かけ、

海岸 遊歩 道に多 くの 来 街者が 訪れ 、安 心・安 全に そぞろ 歩き でき

る夜 間空 間形成 を目 的 としま して 、街 灯２８ 基、 地面設 置の スポ

ットライトを５７基整備したところでございます。

そ のほ かとい たし ま して、 温泉 地と しての 統一 感の醸 成を 図る

ため 、旅 館の敷 地と 都 市公園 の植 樹帯 が一体 とな った対 流空 間の

整備 、旅 館照明 整備 に 対する 支援 、四 条通り 沿い のファ サー ド整



備、 これ はフェ ンス の 木製化 とい うよ うなと ころ に支援 を行 って

ご ざ い ま す 。 現 在 は 、 海 岸 遊 歩 道 に 居 心 地 の よ い 滞 在 空 間 、 安

心・ 安全 な歩行 者空 間 を創出 する ため に整備 を進 めてい ると ころ

でございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 景 観に 関 する取 組も 力を 入れて やっ ていた だい てる

部分 があ るとい うこ と で認識 をし てお ります し、 現在で は、 居心

地の よい 滞在空 間、 安 心・安 全な 歩行 者空間 を創 出する ため に、

海岸 遊歩 道の整 備を 進 めてい ただ いて いると のこ とで、 今回 の遊

歩道 の整 備とい うも の は、皆 生温 泉エ リアの 景観 に大き く影 響を

及ぼ す事 業であ ると い うふう に認 識を 持って おり ます。 実際 には、

ワー クシ ョップ など も 開催し てい ただ いて、 市民 の方で あっ たり、

皆生 温泉 の関係 者の 方 々など 、様 々な 方が参 加し て、感 想の よう

な部 分か ら、実 際に こ うした うほ うが いいん じゃ ないか とい うよ

うな 具体 的な部 分の 意 見もあ った とい うふう に記 憶をし てお りま

して 、そ ういっ たよ う な形で 多く の方 の意見 を聞 きなが ら、 丁寧

に進めてきていただいているというふうに理解をしております。

そ の中 で出た 意見 も 、設計 段階 で反 映して いた だいて いる 部分

もあ るか もしれ ませ ん が、今 回は 景観 に焦点 を当 てて伺 いた いと

思っ てお ります 。今 回 の遊歩 道整 備に おける 設計 段階で の景 観へ

の配慮についてお伺いをしておきたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 設計の 段階 から 、皆生 温泉 エリア 経営 実行

委員 会の アドバ イザ ー を務め てい る方 や開催 いた だいた ワー クシ

ョッ プ参 加者の 意見 を 反映さ せて 、景 観にも 配慮 し、海 、砂 浜と



旅館 をつ なぐ温 泉街 に ふさわ しい 、調 和の取 れた 設計と した とこ

ろでございます。

具 体的 には、 皆生 海 岸の象 徴で あり ますト ンボ ロをイ メー ジし

た波 形の 通路、 白砂 青 松のイ メー ジを 維持す るた めに既 存の 松を

生か した しつら え、 ベ ンチ、 あず まや 、築山 等の たたず める 空間

を配 置し 、景観 に配 慮 した舗 装材 を使 用し、 整備 を行う 設計 内容

としてございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 景 観に つ いても 、非 常に 設計段 階で は配慮 をし てい

ただいているというようなことが伺えたかなと思っております。

設 計段 階で景 観に 配 慮して いた だい ている 部分 につい て、 この

施工 段階 で設計 者の 意 図を酌 み取 りな がら、 忠実 にかつ 柔軟 に実

現さ れる のかと いう と ころが 非常 に気 になっ てい るポイ ント でご

ざい ます 。あく まで 一 般論と して には なりま すが 、設計 段階 で想

定し 切れ なかっ た現 場 の想定 外の 状況 、設計 の不 具合と いう もの

は発 生す るもの とい う ふうに 言わ れて いると 聞い ており ます 。そ

の際 に、 現場の 状況 に 合わせ て設 計を よりよ いも のにす る対 応と

いうものが必要になってくるのではないでしょうか。

景 観に 対する 設計 者 の意図 が現 場レ ベルの 判断 や部署 間の 役割

のず れに よって 損な わ れるこ とを 懸念 してお りま すが、 施工 段階

で景 観配 慮を担 保す る ための 体制 、担 当部署 の役 割分担 につ いて

お伺いをしたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 皆生温 泉海 岸遊 歩道の 整備 に関し まし て、

先ほ ど森 田議員 から お っしゃ られ たよ うな、 そう いった 配慮 する



よう な事 項につ きま し ては、 設計 の段 階で既 に検 討をし てご ざい

ます 。そ の後、 設計 書 のとお り工 事を 完成さ せる ため、 予算 、全

体的 なも のに関 する の は観光 課で ござ いまし て、 工事に つき まし

ては 都市 整備課 が監 督 業務を 担当 して おりま す。 それぞ れ連 携し

ながら事業を進めていくことにしてございます。以上です。

○岡田議長 森田議員。

○森 田議 員 都 市整 備 課の皆 様が 技術 的な側 面で 管理さ れる 一方

で、 例え ば部材 の変 更 が必要 とな った 場合で すと か、収 まり とい

うも のが どうか 、掘 っ たら何 か出 てき たなど 、想 定外の 事態 とい

うも のは やはり 起こ り 得るの では ない かとい うふ うに思 って おり

ます 。あ らかじ め決 め られて いな いこ とにつ いて は、そ の都 度協

議を して いかれ るも の という ふう に認 識をし てお ります が、 景観

やデ ザイ ンの専 門家 に よるチ ェッ クが ない状 態で すと、 設計 者の

意図 した 感性的 な価 値 という もの も失 われて しま うリス クが ある

のではないでしょうか。

そ こで 、外部 の景 観 専門家 の方 をア ドバイ ザー として 配置 し、

景観 に関 わる資 材の 変 更が必 要な 場合 の助言 、現 場での デザ イン

的な 判断 が必要 な際 の 指導、 設計 意図 の最終 チェ ックな どの 支援

を行 うと いうこ とは 、 質の高 い景 観を 実現す るた めの確 実な 投資

とい うふ うに私 は考 え ており ます ので 、こち らは 意見と して お伝

えをしておきたいと思います。

そ うい った方 を配 置 しない 場合 にお いても 、遊 歩道沿 いの 旅館

さん とも しっか りと 密 にコミ ュニ ケー ション 、既 に取っ てい ただ

いて いる という ふう に は思い ます けれ ども、 より 密にコ ミュ ニケ

ーシ ョン を取っ てい た だきな がら 、よ りよい 景観 づくり に取 り組



んで いた だきま すよ う にお願 いを 申し 上げて 、私 の質問 を終 わり

たいと思います。ありがとうございました。


